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商業興信所「経済便覧」「無担保手形表」より作成
調査月日は，三八年篭で一二月末，三九年から一二月一四日
192 
生糸問屋につづく各段階で約束手形が振出され、それぞれの段階で割引かれ商業信用は銀行信用へ転化する。こ
の銀行信用へのルートは手形の信用力によって狭くもなり広くしなる。機業家や信用力のない上仲買が振出す多く
の手形は、そのままでは銀行信用の恵糸をうけることができず、やむをえず裏書されて生糸問屋へ回流してゆく。
こうした手形は、問屋の裏醤で割引かれるが、その多くは信用力に乏しく、不渡用の準繍金を用意しなければなら
ず、結局「期日迄問屋が握り置く」はめとなる。生糸問屋は「機業家に対し金融機関の作用をな」し、「銀行利率
（４） 
より遙に高」い利子を稼ぐに至る。商業信用が割引によって銀行信用に転化するとき、その信用力の強弱を明瞭に
反映し、機業家振出手形割引の低位、これに対して、上・下仲買、地方・中央問屋によって振出される手形割引の
圧倒的優位をひきおこす。また京都割引「市場」に現われる丹後縮緬手形は、京都半練問屋振出・富士紡宛綿糸絹
紡手形と、京都縮緬問屋。染呉服商振出手形にすぎない。このような割引「市場」における分業工程をめぐる不均
衡は、第釦表の□で示した割引高（大正元年）の分布によって鮮かに示されるが、次にその詳細を第、表に掲げた
無担保割引表によって検討する。
一瞥して、綿花を起点とする紡綴、綿糸につづく木綿大物、綿ネル手形の停滞・減少と、生糸を起点とする製
織・織物・縮緬・呉服の著しい拡大という大きな流れを確認することができる。綿ネル手形は三四年、木綿大物手
形は四二年に京都無担保手形残高の第二位の位腫につくが、その後減退傾向にあり、絹綿交織物の材料として補完
的な役割をはたすにすぎない。大正元年における絹綿織物の比重は、絹織六、絹綿交織一一一、綿織一の割合で圧倒的
（５） 
に絹織物優位である。大阪手形割引「市場」が紡績ｌ綿織物関係手形を軸として回転するのに対し、一泉都割引「市
場」は絹織物関係手形を中心に動く。
絹織物関係手形の内部構成に目を移すと、絹織物の起点をなす生糸・製織手形が、最終段階の呉服手形に比べ箸
193成立期日本信用機構の論理と構造（下．その一） しく規模が小さいことを確認することができる。生糸問屋は荷受前払金として現金を必要とするが、それは代金の
一部で残りは後払いであるから銀行信用に大きく依存するコトがなく、機業家振出手形の多くは割引に値する信
用力をもっていない。しかし、こうした生糸・製織手形も四○年頃まで漸増し、四○年には一一割を占める大宗をな
す呉服手形に接近する。とくに生糸問屋手形は、呉服手形の七割に達する。銀行信用が問屋信用をとりこむことに
よって、京都の手形流通は飛躍的拡充をみせる。このような一一一○年代後半における生糸問屋を起点とする京都手形
割引市場の拡大も、四○年代に入るや限界につきあたる。生糸・製織手形が減少に転じ、呉服手形との差は開いて
ゆく。大正初めにおける九品目手形と繊維関係手形との乖離は、多様な製品手形が登場しつつあることを反映して
いるが、一一一○年代後半の急成長の活力をとりもどすことはできなかった。
以上の諸点から京都の手形割引「市場」の特質を析出することができる。繊維関係の手形がその八割から九割を
占め、とくに生糸を起点とする絹織物関係手形を中心として回転する。その構成は、起点に近い根幹は細く、最終
消費に近い枝葉が繁茂する末端肥大型の信用構造をかたちづくる。本来ならば商業信用の連鎖の起点となるはずの
（６） 
機業（製織）家振出手形は「機業家の信用薄弱」たため、直接銀行信用に接続し』えず、生糸問屋の裏書を得ること
によってはじめて銀行信用が発動する。西陣を中心とする京都の広範な商業信用体系は、生糸問屋の信用の支えに
よって成立する。さらにいえば、西陣にひろがる手形の流通それ自体が、銀行信用ｌ問屋信用の連携Ⅱ癒霧体制に
よってつくりあげられているといって過言ではない。銀行信用が問屋信用とむすぶことによって、問屋信用を頂点
とする在来の脆弱な信用構造を、近代的なものへと再編してゆく。前期的なものにのっかりながら換骨奪胎をすす
め近代的信用機構へくゑ入れてゆく、その過程が西陣に末端肥大型の信用構造をうゑ落したのである。
（１）ここでは、大阪・京都・名古屋割引「市場」の重要な柱をなす織物金融をめぐる型の析出に重点があるため、その具体的
194 
（２） 
（３） 
（４） 
（５） 
（６） な機榊については充分に触れられないが、この点については、実証精神のた童ものとでもいうべき『日本産業金融研究・織
物金融鮒』を参照されたい。
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